
心肺蘇生法と AED の使い方(1 歳以上 8 歳未満) 〜3 つのプッシュ！〜 

意識の確認 

肩を叩き呼びかける 



気道確保(頭部後屈あご先挙上法) 

人差し指と中指であごを引き上げる。 



助けを呼ぶ(119番通報(プッシュ 1)と AEDの手配) 

(必ず相手を指差して依頼する) 

救助者が１人だけの場合は、心肺蘇生法を 2分間実施してから、 

119番通報と AED を手配する 

 
呼吸の確認(10秒以内) 

ほほと耳を寄せ、呼吸を「感じ」、「聞き」、 

胸の動きを「見る」。 

 
人工呼吸(１秒以上)2回(省略可能)  

 
「胸骨圧迫 30回(プッシュ 2)と人工呼吸 2回」を繰り返す圧迫は強く、速く(約 100

回／分)、絶え間なく、 

圧迫解除は胸がしっかり戻るまで 



AED装着 

電源を入れる。電源パッドを貼る。 

 
心電図の解析(傷病者に触れない) 

 電気ショック必要あり    電気ショック必要なし 
 

 

 

 

 

年齢別の胸骨圧迫 

 圧迫位置 圧迫法 圧迫の強さ 

成人（8歳以上） 乳頭と乳頭 

の真ん中 

両手 4～5cm 

小児（1歳〜7歳） 両手または片手 胸の厚さの 

1/3 乳児（1歳未満） 上記より指1本足側 2指 
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電気ショックボタンを押す(プッシュ 3) 

(傷病者に触れない) 

ただちに胸骨圧迫と人工呼吸を再開 

5サイクル(2分間) 

ただちに胸骨圧迫と 

人工呼吸を再開 

5サイクル(2分間) 


